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宇都宮の百人一首1

百人一首を生んだ和歌のまち宇都宮

　競技かるたとしても有名な「小倉百人一首」は，

昔の日本の百人の歌人たちが詠
よ

んだ和歌を，一人一

首ずつ集めたものです。実は，宇都宮が，この百人

一首の成立に大きく関わっています。

　宇都宮と百人一首の関係につい

て話し合ってみましょう。

なぜ宇都宮は百人一首と和歌のまちと言われているのでしょうか。

学 習 問 題

宇都宮は，「百人一首のまち」や「和歌のまち」

と言われているのは，どうして？

私
わたし

は，宇都宮の百人一首大会に出場したことがあ

るよ。

▲『百人一首と和歌の都　宇都宮』

リーフレット

●①

・

・

●②

・

・

●③

・

・

●④

・

・

「小
お

倉
ぐら

百
ひゃく

人
にん

一
いっ

首
しゅ

」の中の，下の●①～●④の「上の句」と

対応する「下の句」を，線で結んでみましょう。

◀うつのみや百人一首
　マスコットキャラクターの

　「みやびぃ」　

◀百人一首のまち
　宇都宮

◀うつのみや百人一首
　市民大会

小
お

野
のの

小
こ

町
まち

がモデル。

宇都宮の「宮」と

日本の伝統的な美しさ

を表す「雅
みやび

」の言葉

　　を合わせたよ。
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24

調 べ る

宇都宮と百人一首や和歌との関わりについて調べよう。

関連する

単元だよ

　む
か
し
、
む
か
し
、

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
、
宇
都
宮
に

和
歌
の
好
き
な
お
殿と

の

さ
ま
が
お
り
ま
し
た
。

名
は
宇
都
宮
頼よ

り

綱つ
な

、
宇
都
宮
城
主
で
す
。

　鎌か
ま

倉く
ら

時
代
の
宇
都
宮
城
主
は
た
い
へ
ん
な
力
が
あ
り
、

関
東
有
数
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　蓮
生
は
ま
す
ま
す
和
歌
が

好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
当
時
は
屋や

敷し
き

の
襖

ふ
す
ま

に

和
歌
を
し
た
た
め
た
色
紙
を

貼は

る
こ
と
が
は
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　そ
こ
で
、
蓮
生
は
定
家
に
お
願
い
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
「
小お

倉ぐ
ら

山さ
ん

荘そ
う

色し
き

紙し

和わ

歌か

」
こ
そ
、

の
ち
の
「
小
倉
百
人
一
首
」
の
も
と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　つ
ま
り
、「
小
倉
百
人
一
首
」
の
成
立
に
は
、

蓮
生
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
で
す
。

　し
か
し
、
幕ば

く

府ふ

か
ら
謀む

反ほ
ん

の
疑

う
た
が

い
を
か
け
ら
れ
、

お
城
と
宇
都
宮
の
人
々
を
守
る
た
め
、
や
む
を
え
ず
、
出
家
し
、

京
き
ょ
う

都と

に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　頼
綱
は
法
名
を
蓮れ

ん

生
し
ょ
う

入
道
と
名
の
り
、

当
代
随ず

い

一い
ち

の
歌
人
、
藤

ふ
じ
わ
ら
の原

定さ
だ

家い
え

と
親
し
く
な
り
ま
す
。

　や
が
て
、
蓮
生
の
娘

む
す
め

と
定
家
の
息む

す
こ子

為た
め

家い
え

は

結け
っ

婚こ
ん

し
、
両
家
は
親し

ん

戚せ
き

に
な
っ
た
の
で
し
た
。

　江え

戸ど

時
代
に
な
る
と
百
人
一
首
は
、

絵
や
芸
能
、
工
芸
品
の
題
材
と
し
て
好
ん
で
使
わ
れ
、

ま
た
、
文
字
や
日
本
人
の
心
を
学
ぶ
文
学
と
し
て

広
く
庶し

ょ

民み
ん

に
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　や
が
て
、
そ
れ
は
「
百
人
一
首
か
る
た
」
を
生
み
、

み
ん
な
が
楽
し
め
る
遊
び
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
文
化
を
代
表
す
る
百
人
一
首
が

私
た
ち
の
ま
ち
宇
都
宮
に
深
く
関
係
が
あ
る
こ
と
を

誇ほ
こ

り
に
思
い
な
が
ら
、
和
歌
や
か
る
た
を

楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。
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◀百人一首いろは新聞　

◀百人一首アニメ

「カルタるっ⁉」

百人一首のおもしろさや百

人一首ゆかりの地であるこ

とのいわれを分かりやすく

紹
しょう

介
かい

するD
ディーブイディー

VD「カルタるっ

⁉」を文
ぶん

星
せい

芸
げい

術
じゅつ

大
だい

学
がく

の協力

のもと作成し，市内の小中

学校に配付しています。

▲紙
し

本
ほん

墨
ぼく

書
しょ

新式和歌集（二
ふた

荒
あら

山
やま

神社蔵
ぞう

）

◀百人一首

大会の様子

◀ギネス世界記録®達成時の集合写真

宇都宮歌
か

壇
だ ん

と蓮
れ ん

生
しょう

　宇都宮を中心に歌会がたびたび開かれ，宇都宮一

族の中からも多くの歌人が生まれ，宇都宮で和歌の

文化が花開きました。こうしたことから，和
わ

歌
か

の盛
さか

んな土地として宇都宮は，京
きょう

都
と

，鎌
かま

倉
くら

につぐ，宇都

宮歌壇とよばれていました。左の「新
しん

式
しき

和
わ

歌
か

集
しゅう

は，

蓮生と定
さだ

家
いえ

の孫にあたる藤
ふじ

原
わらの

為
ため

氏
うじ

によって集められ

たもので，宇都宮一族の歌人だけではなく，京都

や鎌倉を代表する歌人が名を連ねています。これら，

京都，鎌倉につぐ，和歌の文化を作り上げ，宇都宮

歌壇の基
き

礎
そ

を作り上げたのは，蓮生なのです。

今も続く

百人一首と和歌のまち宇都宮

　宇都宮市では，平
へい

成
せい

７年から「うつのみや百人一首

市民大会」が開
かい

催
さい

され，毎年多くの方が参加しており，

市民大会としては国内最大の規
き

模
ぼ

を誇
ほこ

っています。令
れい

和
わ

元年10月27日に開かれた第25回市民大会の予選

第１回戦では，「同時にかるた遊びをした最多人数」

のギネス世界記録®に挑
ちょう

戦
せん

し，701人で認定されました。

　また，平成26年からは，全国のトップレベルのか

るた競技者が集まる，「蓮生記念　全国競技かるた宇

都宮大会」が毎年開催されており，毎年レベルの高い

競技がくり広げられています。

 行：うつのみや百人一首市民大会

実行委員会事務局

（宇都宮市教育委員会文化課内）

℡028-632-2767

第４号　平成 31年 3月 29日

百人一首ルールブック

宇都宮市教育員会では，競

技かるたのルールをまとめ

たルールブックを作成して

います。市民大会に参加す

る前に見てみよう！
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　宇都宮と百人一首や和歌との関わりについてまとめて，考えてみましょう。

ひ ろ げ る

宇都宮は

百人一首と深い

つながりがあるんだね。

宇都宮と百人一首や和歌との関わりについて調べたことをまとめてみましょう。

ま と め る

　800年前，宇都宮頼綱の和歌への熱い思いと，日本を代表す

る歌人藤
ふじ

原
わらの

定
さだ

家
いえ

とのきずなが，小
お

倉
ぐら

百
ひゃく

人
にん

一
いっ

首
しゅ

を生みました。京

都・鎌倉と並び，和歌がさかんだった鎌倉時代の宇都宮。宇都

宮氏が和歌を愛した心は，「百人一首と和歌のまち　宇都宮」と

して，現代に受けつがれています。

宇
都
宮
と
百
人
一
首
や
和
歌
と
の
歴
史

⃝宇都宮頼
より

綱
つな

（蓮生）　　　　　　⃝蓮生と定家　　　　　　　⃝宇都宮歌壇

今
も
続
く
百
人
一
首
と

和
歌
の
ま
ち
宇
都
宮

⃝百人一首大会
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和歌のまち

　藤原定家が残した日記「明月記」には，蓮生からの

色紙歌の依頼について書かれています。

【解説】

　「1235年5月27日　嵯峨に

ある山荘の障子に貼る色紙和

歌を選んでほしいと，彼の入道

（蓮生）がお願いしてきた。選ぶ

のはむずかしかったが，筆で書

いて送ってあげた。昔からの歌

を一首ずつ，天
てん

智
じ

天
てん

皇
のう

から家
いえ

隆
たか

，

雅
まさ

経
つね

までになった。」とあるよ

うに，このとき，定家によって

選ばれた色紙歌が『百人秀歌』

と考えられており，後に後
ご

鳥
と

羽
ば

院
いん

や順
じゅん

徳
とく

院
いん

の歌を加えて整理さ

れて，小倉百人一首の原形に

なったと言われています。

【解説】

　「いつまでたっても来ない人を待っている私
わたし

は，

松
まつ

帆
ほ

の浦
うら

の夕なぎのときに焼かれている藻
も

塩
しお

のよう

に，身も焦
こ

がれる思いです。」と，いくら待っても

来てくれない恋人への思いが表現されています。

松帆の浦…兵
ひょう

庫
ご

県淡
あわ

路
じ

島
しま

の海岸の地名。「松」と「待

　　　　　つ」が掛
かけ

詞
ことば

になっています。

もしほ…藻塩。海
かい

藻
そう

からとる塩。

夕なぎ…夕
ゆう

凪
なぎ

。夕方風が止んで海が静かになった状態。

藤原定家の日記「明
め い

月
げ つ

記
き

」 藤原定家（権
ごん

中
ちゅう

納
な

言
ごん

定家）の

百人一首

▲宇都宮頼綱（蓮生）

　（京都三
さん

鈷
こ

寺
じ

蔵
ぞう

）

▲藤原定家　　（常
じょう

寂
じゃっ

光
こう

寺
じ

蔵）

宇
う

都
つの

宮
みや

頼
より

綱
つな

（蓮生）

　宇都宮氏は，鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

の要職につく有力な御
ご

家
け

人
にん

でした。５代城主宇都

宮頼綱のときには，幕府の執
しっ

権
けん

である北
ほう

条
じょう

氏
し

と親
しん

戚
せき

関係となり，幕府の中

でますます力をつけていきました。

　しかし，頼綱は幕府から謀
む

反
ほん

の疑
うたが

いをかけられてしまい，宇都宮城と民

を守るため，やむを得ず出家しました。出家した後，頼綱は蓮生と名前を

変え，京
きょう

都
と

に移り住むようになりました。京都で藤
ふじわらの

原定家と出会い，小
お

倉
ぐら

百
ひゃく

人
にん

一
いっ

首
しゅ

のもとになる色紙和歌の依
い

頼
らい

をしました。

　京都に移り住んだ後も，鎌倉幕府に仕
つか

え，６代泰
やす

綱
つな

や７代景
かげ

綱
つな

を支えて

いました。

藤原定家

　平
へい

安
あん

時代の終わりから，鎌倉時代初めにかけて活
かつ

躍
やく

した日本を代表する

歌人。「新
しん

古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

」，「新
しん

勅
ちょく

撰
せん

和
わ

歌
か

集
しゅう

」の撰
せん

者
じゃ

の一人として作品を選び

ました。

　蓮生（頼綱）から小
お

倉
ぐら

山
さん

荘
そう

の襖
ふすま

に貼
は

る色紙歌を依頼され，小倉百人一首

のもととなる「百
ひゃく

人
にん

秀
しゅう

歌
か

」を選んだとされています。

　
　権
中
納
言
定
家

来
ぬ
人
を

　

ま
つ
ほ
の
浦
の

夕
な
ぎ
に

　

焼
く
や
も
し
ほ
の

身
も
こ
が
れ
つ
つ

嘉か

禎て
い

元
年

　五
月
廿

に
じ
ゅ
う

七
日
（
己

つ
ち
の
と
ひ
つ
じ未

）

　（
略
）
嵯さ

峨が

中
院
障

し
ょ
う

子じ

の
色
紙
形
、
故ゆ

え

に
予

に
書
く
べ
き
由よ

し

、
彼か

の
入
道
懇こ

ん

切せ
つ

な
り
。
極き

わ

め

て
見
苦
し
き
事
と
雖

い
へ
ど

も
、
憖

な
ま
じ
い

に
筆
を
染そ

め
て
之こ

れ

を
送
る
。
古
来
の
人
の
歌
、
各
一
首
、
天て

ん

智じ

天て
ん

皇の
う

よ
り
以
来
、
家い

え

隆た
か

、
雅ま

さ

経つ
ね

に
及お

よ

ぶ
（
略
）

百人一首の成立に深く関わった

蓮
れ ん

生
し ょ う

と定
さ だ

家
い え

52

うつのみや

トロ
ッコ

嵐山

法然寺

小倉山

小学校

お   ぐら  やま

JR山陰本線

ジェイアール   さん
 いん

 ほん
 せん

嵯峨野観光鉄道

さ   が   の   かん こう てつ どう

トロッコ嵯峨

嵯峨嵐山
さ    が  あらしやま

嵐山

嵐山

けい ふく あらし やま せん

京福嵐山線
てん りゅう  じ

天龍寺

ほう ねん   じ

と

げ
つ
き
 ょ
う

　鎌倉市に，宇都宮稲荷神社という名前の神

社があります。ここは，宇都宮氏の屋
や

敷
しき

があっ

たといわれており，家の前の通りを宇都宮辻
ず

子
し

とよんでいました。

　この付近に，11年の間，鎌倉幕府の中心

地が置かれたこともあり，その当時の幕府は

「宇都宮辻子幕府」とよばれていました。宇

都宮氏の屋敷の近くに，幕府の中心地があっ

たことからも，宇都宮氏は鎌倉幕府からかな

り信
しん

頼
らい

されていたことがうかがえます。

鎌倉にもある

宇都宮氏ゆかりの場所

─宇
う

都
つ の

宮
み や

稲
い な り

荷神
じ ん

社
じ ゃ

─

鶴
岡
八
幡
宮
方
面

雪ノ下教会

鎌倉彫資料館

東口 若
宮
大
路

宇都宮稲荷神社
鎌
倉
駅

▲現在の宇都宮稲荷神社

▲藤原定家山荘趾 ▲「小倉百人一首編纂之地」石碑

宇都宮稲荷神社

所在地　鎌倉市小
こ

町
まち

2丁目15

　　　　鎌倉駅から徒歩で約10分

　　　　雪
ゆき

ノ下
した

教会と鎌
かま

倉
くら

彫
ぼり

資料館の

　　　　間の道を入り右側

中
ちゅう

院
いん

山
さん

荘
そう

跡
あと

　蓮生の山荘があったといわれる場

所。蓮生は，ここにあった山荘の襖

に貼る色紙歌を定家に依頼しました。

二
に

尊
そん

院
いん

　定家の山荘があったといわれる場

所の一つ。

常
じょう

寂
じゃっ

光
こう

寺
じ

　定家の山荘があったといわれる場

所の一つ。ここには，「藤原定家山

荘趾
あと

」，「小倉百人一首編
へん

纂
さん

之
の

地
ち

」と

書かれた石
せき

碑
ひ

があります。

厭
えん

離
り

庵
あん

　定家の山荘があったといわれる場

所の一つ。

京都に残る

百人一首ゆかりの地
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つ か む

宇都宮の唄
う た

と民話2

歌い，語りつがれてきた生き様

　宇都宮には，昔から歌いつがれてきた唄や，語り

つがれてきた昔話・伝説などの民話がたくさん残さ

れています。それらの唄や民話には，当時の宇都宮

の人々の生活の様子や人々が大切にしていた宮
みや

っこ

の思いがつまっています。

　宇都宮の唄や民話にはどのようなものがあるで

しょうか。調べていきましょう。

宇都宮の唄と民話について

話し合ってみましょう。

「歌」と「唄」は，

何がちがうの？

　どちらの漢字も意味は同じですが，「唄」

という漢字は邦
ほう

楽
がく

や民
みん

謡
よう

に関する言葉とし

て使用されることが多いようです。

　「唄」という漢字には，「仏をたたえてう

たう」という意味があり，仏教が庶
しょ

民
みん

を救

う宗
しゅう

教
きょう

であったことから，「唄」という漢

字に，庶民的で民
みん

俗
ぞく

的
てき

なイメージがついた

とも言われています。

宇都宮に伝わる唄や民話には，どんなものがあるのでしょうか。

学 習 問 題

学校で民話の語りに挑
ちょう

戦
せん

したことがあるよ。

黄ぶなの話を聞いたことがあるよ。

宇都宮の唄には，どのようなものがあるのかな？

▲だいだら坊
ぼう

の岩

ことば

汗
あせ

かき阿
あ

弥
み

陀
だ

大
だい

豆
ず

三
さん

粒
つぶ

の金
かな

仏
ぶつ

孝
こう

子
し

桜
ざくら

釣
つ

り天
てん

井
じょう

●①
・

・

●②
・

・

●③
・

・

●④
・

・

●①

●③

●②

●④

下の●①～●④のイラストは，

宇都宮に伝わるどの民話を

えがいたものでしょうか？

名前と番号を線で結んでみましょう。
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3年  ➡ 社会⃝わたしたちの市や生活の様子のうつりかわり

4年  ➡ 社会⃝栃木県で受けつがれてきた伝統や文化ざい

5年  ➡ 音楽⃝日本の民謡をたずねて

6年  ➡ 社会⃝戦国の世から天下統一へ　⃝江戸幕府と政治の安定

宇都宮に伝わる唄

　人々が生活を送り，仕事を行う際に，自然発生的

に歌われ，現在も歌いつがれている唄（歌）が宇

都宮にもあります。重い材木や石材などを運ぶとき

に歌われた作業唄である『宇都宮鳶
とび

木
き

遣
や

り』，篠
しの

井
い

金山の坑
こう

夫
ふ

によって歌われていた『篠井の金
かな

堀
ほり

唄
うた

』，

草刈
か

り作業の行き帰りに歌われた『草刈り唄』があ

ります。そのほかにも，徳
とく

次
じ

郎
ら

宿
じゅく

の良さを歌った

『徳
とく

次
じ

郎
ら

節
ぶし

』や鬼
き

怒
ぬ

川
がわ

下りに船
せん

頭
どう

が歌った『鬼怒の

船頭唄』などがあります。

調 べ る

　宇都宮に伝わる唄や民話について調べよう。　　　　　

宇都宮鳶木遣り唄の歌詞は全て口で伝えられ，

全部で37種あるそうだよ。

木遣り唄と合わせて，「宮
みや

まつり」や正月の出
で

初
ぞめ

式
しき

などで披
ひ

露
ろう

されている梯
はし

子
ご

乗りも伝
でん

承
しょう

され

ているんだって。

２.  て　こ鳶 木 遣 り

関連する

単元だよ

▲鳶木遣り

▲金堀唄

◀金堀唄の演奏

4
2

4
3

4
6

4
6

56

7

7

（父）ほ　　イ　ヤ　　　　シェ　ーーーー　て　ー　　こ　　ー　おせ　　ーーーー　ー（阿）ロオ　　ーー　ホオ

ー　　　　ーーー　エン　　　ヤ　　ーー　ア　　イ　　　　　（父）エ　　　　ごくろう　　　ー   ー   ー   ー   ー

ーだ　ー　　ーー　ー ー ー ー ー　 て　ー ー　 こ　　　　　　ねせ　ーー　ー   （◯）ヨオ   ー  ー ホオ　ーーー

エン　 ヤ  ー  ー  ー    ネ　       （◯）  エ　   た の む  ま  ー   　よ　    ー  ー  ー  ー  ー　  て　 ー  ー    　こ

      はせ      ー   ー    ー   ー  ー　         （◯） ホオ　   ー   ー   　ホオ　   ー  ー  ー　    　エ　     ンヤ  ーー   ー　 え

4
2

1.　ま　な　づ　る 宇都宮地方（梁川信三郎口伝）
756

（父）ヨオ　　　はオ　　ーーーー　エン　ヤ　　レ　　　　コ　　　（◯）ヨオ　ー　ーー　よ　ーーーーーー

１.  ま な づ る

➡ p.58，59
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▲民話の語り

◀黄ぶな

正月の初
はつ

詣
もうで

や初市で売られている黄ぶなには，

そんな秘
ひ

密
みつ

があったんだね。

黄ぶなが折れる，折り紙もあるみたいだよ。

他にもいろいろな民話があるよ。調べてみよう。

宇都宮に伝わる民話

　民話には「むかし　むかし」で語り始められる「昔

話」と，土地に結び付いた言い伝えである「伝説」

があります。各地に，人物にまつわる話，植物や動

物にまつわる話，神社やお寺にまつわる話など，伝

説として現代まで言い伝えられたさまざまな民話が

あります。

　
昔，宇都宮の町で天

てん

然
ねん

痘
とう

という病気がはやっ

て，多くの子どもたちがかかりました。高熱が

続き体中にぶつぶつができて，子どもたちに

次々にうつり，多くの子どもがなくなってしま

いました。町中の人々は，おそれおののきまし

た。昔のことなので，原因も分からず，お医者

さんにみてもらえるのは，との様か金持ちだけ

でした。民
みん

衆
しゅう

は，戸をしめ切り神様や仏様にい

のるほかに方法がありませんでした。

　そんな町の中に，信心深い漁師がいて，一人

息
むす

子
こ

もその病にかかってしまい，今まで以上に

神様に「どうか息子を助けてくだされ。」とけ

んめいに祈
いの

りました。すると，「黄色いふなを

食べさせると治るぞ。」と，神様のお告げの声

が聞こえました。漁師はさっそく田
た

川
がわ

に行って

あみを投げると，本当に大きな黄色いりっぱな

ふながとれました。子どもに食べさせると，不

思議に熱は下がり，元気になりました。

　そこで，神様の御
ご

利
り

益
やく

を感謝し，本物の黄ぶ

なの代わりに，張り子の黄ぶなを作って神だな

にそなえ，無病息
そく

災
さい

を祈りました。それから話

を聞き知った人たちはみな，張り子の黄ぶなを

作り，神だなにおそなえしました。それ以来，

天然痘がはやっても病気にかかる子どもはいま

せんでした。

黄ぶなのお話

➡ p.60
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宇都宮の唄
うた

や民話についてまとめてみましょう。

ま と め る

　宇都宮の唄と民話についてまとめて，考えてみましょう。

ひ ろ げ る

　昔から，歌いつがれ，語りつがれてきた唄や民話

には，当時の人々の生活の様子や人々が大切にして

いた宮
みや

っこの思いがつまっています。私
わたし

たちは，こ

れからも昔の人たちの思いや苦労を大切にして，歌

いつぎ，語りつぐことで，未来へとつないでいける

といいですね。

宇
都
宮
の
唄

宇
都
宮
の
民
話

『うつのみやの伝統文化』

宇
う

都
つの

宮
みや

伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

連
れん

絡
らく

協
きょう

議
ぎ

会
かい

参

考
にしましょ

う

本
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唄
う た

と民話のまち
宇都宮の唄

篠
しの

井
い

の金
かな

堀
ほり

唄と草
くさ

刈
か

り唄

木
き

遣
や

り唄と梯
は し ご

子乗り

金堀唄

１　ハッパかければ　切
きり

羽
は

が延
の

びる　延びる切羽が金となる　ハア，チンチン

２　曇
くも

るガンガラ　宝の山よ　里に黄
こ

金
がね

が流れでる　ハア，チンチン

３　坑夫さんなら　来ないでおくれ　ひとり娘
むすめ

の　気をそらす　ハア，チンチン

４　ひびく鎚
つち

音
おと

　女
にょう

房
ぼう

が聞けば　黄金をあつめて　背
せ

負
お

い出す　ハア，チンチン

５　右に鎚持ち　左に手
た

金
がね

　ひとつ打つたび　火花散る　ハア，チンチン

６　灯
ひ

蓋
ぶた

ともして　黄金を掘れば　黄金色で　目がくらむ　ハア，チンチン

７　佐竹奉
ぶ

行
ぎょう

は　おれらの主
ぬし

よ　恵
めぐ

み厚
あつ

きで　精が出る　ハア，チンチン

８　夫婦揃
そろ

うて　黄金を掘れば　いつかわがやに　煙
けむり

立つ　ハア，チンチン

先人の知
ち

恵
え

や工
く

夫
ふう

木遣りと合わせて梯子乗りも伝
でん

承
しょう

されています。これは，梯子の上

やとちゅうでさまざまな芸を行う

ものです。

鳶木遣り 出
で

初
ぞめ

の技一
いち

覧
らん

　労働歌として歌われた宇都宮の木遣り唄は，言い伝えによれ

ば徳
とく

川
がわ

家
いえ

光
みつ

の日
にっ

光
こう

東
とう

照
しょう

宮
ぐう

の建設と関係が深く，このとき，全国

から大
だい

工
く

や塗
ぬ

師
し

，鳶
とび

などが集められ，冬の間宇都宮に宿
しゅく

泊
はく

させ

られました。このとき，かれらの間で歌われていた木遣りが宇

都宮の職人に伝えられ，そこに独特な節回しが加わって現在の

形になったと言われています。

　木遣りといえば梯子乗りを思いうかべる方も多いと思います

が，梯子乗りは，鳶職人たちが準備体
たい

操
そう

や度
ど

胸
きょう

試
だめ

しの訓練とし

て行っていたことから，木遣り唄とともに披
ひ

露
ろう

されるようにな

りました。イベントの花形である梯子乗りですが，木遣りの本

来の主役は唄なのです。

　篠井の金堀唄は，「江
え

戸
ど

時代の寛
かん

文
ぶん

年間，水
み

戸
と

の佐
さ

竹
たけ

氏が支

配していた，篠井金山の抗
こう

夫
ふ

たちによって歌われたのが始まり」

と言われています。

　その後，時代を経
へ

るごとに歌詞・節ともに変化し，近代化し

て今日に伝わっています。単調でつらい労働から気をまぎらわ

すために歌われていた作業唄で，当時の労働の素
そ

朴
ぼく

な感情を表

現しています。

▲鳶木遣り梯子

どれもみんな

カッコイイけど，

どの技が好き？

遠
とお

見
み

腹
はら

亀
かめ

谷のぞき

しゃちほこ

58

うつのみや

⃝徳
とく

次
じ

郎
ら

節（徳
とく

次
じ

郎
ろう

町）

　徳次郎節は，徳次郎町および近辺の富
とみ

屋
や

地区で歌いつがれている

民
みん

謡
よう

です。江戸時代，同町は日
にっ

光
こう

道
どう

中
ちゅう

の宿場町として栄え，旅
は た ご

籠や

店が軒
のき

を連ねました。唄の起
き

源
げん

は宿場で働く越
えち

後
ご

生まれの茶屋娘
むすめ

が，

故
こ

郷
きょう

恋
こい

しさに歌っていた唄を宿に通っていた人たちがまねて歌っ

たのが始まりとされています。唄の一節に「なぜか越後は山のか

げョー」の文句があります。

　歌
か

詞
し

の基本は七・七・七・五調で，文句の後に「ヨー」が入る素

朴な曲調です。昭
しょう

和
わ

期の戦前まで，宴
えん

席
せき

で広く歌われてきましたが，

戦後は下火となりました。しかし，1972（昭和47）年，民
みん

謡
よう

作

曲家の金
かね

子
こ

嗣
し

憧
しゅう

による本格的な編曲と，同町の篠
しの

原
はら

嗣
し

賢
けん

の見事な歌

い上げによって，一
いち

躍
やく

郷
きょう

土
ど

の民謡になりました。1983（昭和58）

年には富屋地区で徳次郎節大会が開かれ，さらに1996（平
へい

成
せい

8）

年には，市制100周年記念事業として，元の唄が楽
がく

譜
ふ

に書き起こ

されるとともに，徳次郎節保
ほ

存
ぞん

会
かい

が組織されました。

⃝鬼
き

怒
ぬ

の船
せん

頭
どう

唄
うた

（板
いた

戸
ど

町）

　栃
とち

木
ぎ

県のほぼ中央を北から南に流れ江戸と結ばれる鬼
き

怒
ぬ

川
がわ

は，江

戸時代から明治時代鉄道交通が発達するまで，物資輸送の大動脈と

して利用されました。沿
えん

岸
がん

には阿
あ

久
く

津
つ

・板戸・道
どう

場
じょう

宿
じゅく

・鐺
こて

山
やま

・ 石
いし

井
い

・石
いし

法
ほう

寺
じ

等の河
か

岸
し

（川の港）が栄え，流路には小
こ

鵜
う

飼
かい

船
ぶね

が行き来

しました。その小鵜飼船の船頭たちが歌った唄が鬼怒の船頭唄です。

　鬼怒の船頭唄は，現在，「鬼怒の船頭唄保存会」が中心となって

歌いついでいますが，元は人々が記
き

憶
おく

していた唄を民謡調に改良し

て歌っていたのが元唄といわれています。これを N
エヌエイチケイ

HK ラジオで聞

いた鬼怒の船頭唄初代会長の増
ます

井
い

満
みつる

が後世に残そうとして，1992

（平成4）年に保存会を結成し，歌詞を板戸河岸にちなんで全面的

に変えたものといわています。

　船頭唄は，流れがおだやかになり櫓
ろ

で漕
こ

ぎ出したところで歌われ

たものです。歌詞は変わっても，のどかな櫓こぎ唄の調べは変わりま

せん。今では全国大会が開
かい

催
さい

されるほど多くの人に唄われています。

▲智賀都神社

▲鬼怒川

▲鬼怒の船頭唄を歌っている様子

　（清
きよ

原
はら

北
きた

小学校）

「徳次郎よいとこだよ西北山でョ〜　東川風ョ〜　そよそよとョ〜 」

「障
しょう

子
じ

開ければ門前田中ョ〜　なぜか越後はョ〜　山のかげョ〜 」

「日光街道の徳次郎宿はョ〜　昔大名のョ〜　休み場所ョ〜

「一度来てみな徳次郎宿のョ〜　智
ち

賀
か

都
つ

神社のョ〜　大けやきョ〜」

鬼怒の船頭唄を保存し，広める

ために「鬼怒の船頭唄全国大会」

が開催されていて，多くの人が

参加しているよ。
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宇都宮の民話

❶『釣
つり

天
てん

井
じょう

』（宇都宮城・本
ほん

丸
まる

町）

　江
え

戸
ど

時代の初めごろ，当時の宇都宮城主本
ほん

多
だ

正
まさ

純
ずみ

が，日
にっ

光
こう

を参
さん

詣
けい

した帰りに宇都宮城に立ち寄る予定だった将
しょう

軍
ぐん

を，釣天井をし

かけた御
お

成
なり

御
ご

殿
てん

で殺そうとしたという話です。

❷『汗
あせ

かき阿
あ

弥
み

陀
だ

』（一
いっ

向
こう

寺
じ

・西
にし

原
はら

２丁目）

　何か異変が起きる直前に汗をかいて知らせてくれる仏様と言わ

れています。これまで，関
かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

の直前，宇都宮空
くう

襲
しゅう

の前日な

どに汗をかいたと言われています。

❸『大
だい

豆
ず

三
さん

粒
つぶ

の金
かな

仏
ぶつ

』（善
ぜん

願
がん

寺
じ

・南大通り１丁目）

　あるとき，旅の僧
そう

侶
りょ

が「これを境
けい

内
だい

にまいて実った大豆を多く

の人に分け増やしてゆけば，やがて資金が得られるだろう。」と

大豆三粒を残していき，その10年後に大仏を造ることができた

と言われています。努力の積み重ねの大切さを今に伝えています。

❹『だいだら坊
ぼう

』（今
いま

里
ざと

町）

　昔々，山を造るのが好きな，だいだら坊という大男がいました。

ある日，出
で

羽
わ

（現在の山
やま

形
がた

県）の羽
は

黒
ぐろ

山
さん

の端
はし

を手ですくってモッ

コで運ぶとちゅう，下
しもつけのくに

野国（現在の栃
とち

木
ぎ

県）で土を落としてしま

い，この土の塊
かたまり

が宇都宮の羽黒山となったと言われています。

（だいだら坊は，ダイダラボッチとも言われ，日本各地に湖や山

を造ったという伝
でん

承
しょう

が残されています。）

❺『孝
こう

子
し

桜
ざくら

』（古
こ

賀
が

志
し

町）

　「死ぬ前に桜の花を見たい」という病気の父親の願いをかなえ

るため，息
む す こ

子が大
だい

日
にち

如
にょ

来
らい

に一心にお祈
いの

りをしたところ桜の花がさき，

父親は喜びながら静かに息を引き取ったという親
おや

孝
こう

行
こう

の話です。

❻『百
ど う め き

目鬼』（塙
はなわ

田
だ

町）

　長
なが

岡
おか

の百
ひゃく

穴
あな

に住んでいた「百目鬼」という鬼
おに

が，鬼の世界から

ぬけたいと願い，塙田の本
ほん

願
がん

寺
じ

へ熱心に通い続けたところ，つい

に人間に生まれ変わることができました。そして，この寺の周辺

（現在の「百目鬼通り」周辺）を百目鬼という地名でよぶようになっ

たと言われています。（「百目鬼」の由来については，別な言い伝

えもあります。）

▲宇都宮城

◀汗かき阿弥陀

▲大豆三粒の金仏

▲孝子桜

➡ p.54
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『栃木のおもしろ方言』

森下喜一

『栃木県方言辞典』

森
もり

下
した

喜
き

一
いち

参

考
にしましょ

う

本

宇都宮の言葉（栃
とち

木
ぎ

方言）って……どんな言葉！？

　栃木の方言は栃木弁ともいわれます。茨
いばら

城
き

県の茨

城弁とともに東関
かん

東
とう

方言というグループに分けられ

ますが，東
とう

北
ほく

方言と似ているところもあり，発音や

文法の特
とく

徴
ちょう

などは福島弁と共通するところが多いで

す。ただし，栃木弁といっても県内すべてで共通す

る言葉ではなく（隣
となり

町
まち

に行くと会話にならないこと

も！？），宇都宮市がある県の中央と，県北（那
な

須
す

塩
しお

原
ばら

市他），県西（日
にっ

光
こう

市他），県東（益
まし

子
こ

町他）など

に分かれ，また県の南西部では西関東方言に属する

足
あし

利
かが

弁を話します。

⃝アクセントによる単語の区別をほとんど持たない。

⃝尻
しり

上がりのイントネーション，歯切れのよさ

栃木弁の特徴

東京の京子さん

京子さん

京子さん

宇都宮の宮夫くん

宮夫くん

あめ（　　　）とあめ（　　　）。

栃木弁はお尻が上がってかわいいって，東
とう

京
きょう

で評判になってるよ。

私
わたし

はアクセントを変えてしゃべるよ。

ぼくはどっちも同じにしゃべるね。

でも，歯切れがよすぎて荒
あら

っぽいっていう人もいるみたいなんだ。

（出典『栃木県方言辞典　改訂増補』）

1

2
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4

5
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7
8

9

10

11

12

13
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16

17
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19
20

21

22

1

2

3

4

5

6

7
8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19
20

21

22

2323

 1 足利市

 2 佐野市

 3 栃木市

 4 安蘇郡

 5 小山市

 6 上都賀郡

 7 下都賀郡

 8 河内郡（南）

 9 真岡市

10 芳賀郡

11 芳賀郡

12 宇都宮市

13 鹿沼市

14 那須郡

15 河内郡

16 日光市

17 今市市

18 塩谷郡

19 矢板市

20 大田原市

21 黒磯市

22 那須郡

23 下都賀郡

無アクセント

東京式アクセント

曖昧アクセント

　む

とうきょう

あいまい

⃝「いじやける」　⬅　「腹
はら

が立つ」

⃝「うら」　　　　⬅　「後ろ」

⃝「こわい」　　　⬅　「つかれた」

⃝「だいじ」　　　⬅　「大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

」

⃝「わすら」　　　⬅　「いたずら」

みんなも使ってる？　栃木弁
栃木弁 標準語

雨 …… あめ

飴
あめ

 …… あめ

標
ひょう

準
じゅん

語
ご
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つ か む

宇都宮の祭りと民
み ん

俗
ぞ く

芸能3

　宇都宮の各地で行われる祭りや民俗芸能は，長い

伝統があり，その土地の人々がくらしの中で行い，

伝えてきました。季節の節目には，市内各地で祭り

が開かれ，神様の前で，神
か ぐ ら

楽を舞
ま

ったり作物の豊
ゆた

か

な実りや地
ち

域
いき

の安全を願って獅
し

子
し

舞
まい

が披
ひ

露
ろう

されたり

しています。土地の人々がくらしの中で行い伝えて

きたものには，どのようなものがあり，どのような

思いがこめられてきたのかを調べていきましょう。

宇都宮の祭りと民俗芸能について

話し合ってみましょう。

民俗芸能
　行事の中で伝えられてきた民間の芸能。

郷
きょう

土
ど

芸能ともいう。

神楽
　神をまつるために奏

そう

する歌と舞のこと。

宇都宮に伝わる祭りや民俗芸能には，どのようなものがあるのでしょうか。

学 習 問 題

二
ふた

荒
あら

山
やま

神社は，お正月や七五三のお参りに行っ

たけど，お祭りもやっているみたいだよ。

私
わたし

の住んでいる地域には，どのようなお祭りが

あるのかな？

▲やぶさめ（菊水祭）

ことば

ちょうちん はっぴ ししまい おみこし

●①

・

・

●②

・

・

●③

・

・

●④

・

・

●①

●③

●②

●④

下の●①～●④の写真とつながりの

深いものについて，名前と番号を

線で結んでみましょう。

➡ p.70

➡ p.69

ことば
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2年  ➡ 道徳⃝うつのみやのまつり（地域教材）

3年  ➡ 社会⃝わたしたちの市や生活の様子のうつりかわり

4年  ➡ 社会⃝栃木県で受けつがれてきた伝統や文化ざい　⃝県内の特色ある地いき

　　　　音楽⃝日本のお祭りをたずねて

6年  ➡ 社会⃝武士の世の中へ　⃝江戸幕府と政治の安定　⃝町人の文化と新しい学問

二荒山神社の祭り

　宇都宮の町の中心に位置し，宮
みや

っこにとってずっ

と心のよりどころの二荒山神社。ここでは，歴史の

古さと格式の高さを伝える祭りが季節ごとに行われ

ています。

調 べ る

　二荒山神社の祭りや，各地の獅子舞，お祭りについて調べよう。

毎年1月15日と12月15日に開かれている『お

たりや』ってどんな意味なんだろう？

10月の菊
きく

水
すい

祭
さい

で，やぶさめを見たことがある

よ。すごい迫
はく

力
りょく

だったよ。

菊水祭のときには，大きい山
だ

車
し

やきれいな彫
ちょう

刻
こく

がある屋台が市内を練り歩いているね。

７月の天
てん

王
のう

祭
さい

では，40基の子ども神
み こ し

輿が市内

を練り歩き，神社にある親神輿と対面後，二荒

山神社の階
かい

段
だん

を上がっていくんだ。

天王祭や菊水祭以外に，二荒山神社で開かれて

いるお祭りには何があるのかな？

▲おたりや

▲子ども神輿の石
いし

段
だん

上がり（天王祭）

関連する

単元だよ

▲やぶさめ（菊水祭）

▲本
ほん

郷
ごう

町の人形山車

二荒山神社宮
ぐう

司
じ

　阿
あ

部
べ

 憓
さとし

さんのお話

➡ p.66〜69

➡ p.69

➡ p.66

　二荒山神社では，四季を通じてさまざまなお祭りを行っています。それ

ぞれ重要な意味を持っており，人々の無
む

病
びょう

息
そく

災
さい

，五
ご

穀
こく

豊
ほう

穣
じょう

の祈
き

念
ねん

，神様へ

の感謝，郷
きょう

土
ど

の繁
はん

栄
えい

・平安などを願い行われています。

　古くから続き，歴史あるこれらのお祭りは，いつの時代も人と人を結び

つけ，人々の楽しみとしての役割も果たしています。そのため，神社は地

域の中心としての役
やく

割
わり

も担
にな

っているといえます。

　これからも伝統ある祭りを大切に守り，次世代につなげていきたいと思

います。
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▲関白獅子舞

宇都宮の獅
し

子
し

舞
ま い

　宇都宮市内には，７つの地
ち

域
いき

でそれぞれの獅子舞

が伝えられています。一人が１匹
ぴき

の獅子を演じて，

腹
はら

に太
たい

鼓
こ

をつけ，雄
おす

２匹，雌
めす

１匹の３匹で踊
おど

ります。

毎年8月には，各地域で獅子舞が踊られ，地域の保
ほ

存
ぞん

会
かい

によって大切に守られ，次の世代へと伝えられ

ています。

天
てん

下
か

一
いち

関
かん

白
ぱく

神
かみ

獅
じ

子
し

舞
まい

保存会会長　村
むら

上
かみ

 實
みのる

さんのお話

▲関白

▲中里西組

▲飯山▲逆面 ▲上横倉▲宗円 ▲関堀

獅子舞 行われる日 内 容

関白獅子舞 8月第1土曜日
上
かみ

河
かわち

内地区の関白山神社の祭礼で，悪
あく

魔
ま

払
ばら

い，家内安全，厄
やく

難
なん

消
しょう

除
じょ

として行われる獅子舞

中
なか

里
ざと

西
にし

組
くみ

獅子舞 8月15日
中里西組自治会で長きに渡

わた

り伝
でん

承
しょう

されている天下一関白流御
おん

神
かみ

獅

子舞

逆
さか

面
づら

獅子舞
8月15日，

八
はっ

朔
さく

（旧
きゅう

暦
れき

8月1日）

五
ご

穀
こく

豊
ほう

穣
じょう

・子
し

孫
そん

繁
はん

栄
えい

・家内安全を祈
き

願
がん

して逆面の白
はく

山
さん

神
じん

社
じゃ

に奉
ほう

納
のう

される，関白獅子舞の流れをくむ一
ひとり

人立
だち

三
さん

匹
びき

獅子舞

宗
そう

円
えん

獅子舞
8月16日，

8月の最終日曜日

宇都宮市北西部に位置する，新
にっ

里
さと

町乙
おつ

新
しん

郷
ごう

地区の日
ひ

枝
え

神社で奉納

される獅子舞

関
せき

堀
ぼり

獅子舞 8月16日
源

みなもとの

義
よし

家
いえ

が奥州を平定したときに京
きょう

都
と

御
ご

所
しょ

で舞
ま

われていたものを

残したと伝えられ，関
せき

沢
ざわ

の観
かん

音
のん

堂
どう

で奉納されている獅子舞

上
かみ

横
よこ

倉
くら

獅子舞 8月15日
関白流を名乗り江

え

戸
ど

時代中期に伝えられたもので，多
た

籐
とう

神社に奉

納されている獅子舞

飯
いい

山
やま

獅子舞 8月15日 宇都宮市北部に位置する飯山地区の阿
あ

蘇
そ

神社に奉納される獅子舞

　天下一関白神獅子舞（関白獅子舞）は，栃
とち

木
ぎ

県内各地に今も伝わる関白流獅子舞

の中でも一番歴史が古く，関白流獅子舞の源
げん

流
りゅう

です。栃木県の獅子舞を知る上でも

貴
き

重
ちょう

なものとなっていることから，栃木県の無
む

形
けい

民
みん

俗
ぞく

文
ぶん

化
か

財
ざい

にも指定されています。

　獅子舞の演目は，神
かみ

詣
まい

りをはじめとして，７つありますが，どれも重要な意味を

もっています。

　獅子舞の奉
ほう

納
のう

の前には，入念に練習を行い，数日前から地域で協力して準備を行っ

ています。地域のつながりといった面でも，獅子舞の果たしている役割は重要だと

思います。

　保存会をはじめとする地域住民は，関白獅子舞を誇
ほこ

りに思い，愛着をもって取り

組んでいます。次の世代に継
けい

承
しょう

することができるように，若い人たちにも，もっと

参加してもらって，伝統を守っていってほしいと思います。

じっくり

見比べてみると，

ちがいが分かるぞ。
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　宇都宮の祭りや民俗芸能についてまとめて，考えてみましょう。

ひ ろ げ る

宇都宮の祭りや民
みん

俗
ぞく

芸能についてまとめてみましょう。

ま と め る

二ふ
た

荒あ
ら

山や
ま

神
社
の
祭
り

⃝どんなお祭りがあるか書いてみよう

宇
都
宮
の
獅
子
舞

⃝獅子舞についてわかったことを書こう

自
分
の
地
域
に
伝
わ
る

お
祭
り
や
民
俗
芸
能
を

書
い
て
み
よ
う

　今も残る祭りや民俗芸能は，神様に豊作の願いと実りへの感謝をするとともに，

人々の健康，くらしの安全等を祈
いの

って行われてきました。また，祭りや民俗芸能を

通して，地域の人々がつながっていきました。時代が変わっても，この思いは変わ

りません。

　人々の願いや思いがこめられた祭りや民俗芸能は，地域の人々や保存会，関係者

の方々によって今も大切に守られ，次の世代へと受けつがれています。

　それぞれの祭りや民俗芸能には特
とく

徴
ちょう

があり，どれも宇都宮を代表するものです。

実際に見てみたり，参加したりして，人々の祭りや民俗芸能に対する思いや願いを

感じてみましょう。
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祭り王国
⃝宇都宮の祭り

二荒山神社天王祭

　二荒山神社の境
けい

内
だい

社
しゃ

として須賀神社があり，以前は

牛頭天王を祭っていたことから，天王祭が行われてい

ます。7月15日から20日に行われる祭りでは，各町

内の約40基の子ども神
み こ し

輿が下
しも

之
の

宮
みや

に安置された親神

輿と対面し，その後掛
か

け声
ごえ

とともに一気に神社の石
いし

段
だん

をかけ上がるので，迫
はく

力
りょく

あるその姿
すがた

は夏の風物詩と

なっています。

今泉八坂神社の天王祭

　７月15日から19日に行われます。神輿渡
と

御
ぎょ

のほか，

江
え

戸
ど

中期から毎年境
けい

内
だい

に飾
かざ

られる「飾り物」は，夏祭

りの名物です。

石那田八坂神社の天王祭

　７月の最終土曜日まで１週間かけて行われる祭り。

４年に一度，神輿の渡御とともに猿
さる

田
た

彦
ひこ

や彫
ちょう

刻
こく

屋
や

台
たい

が

巡
じゅん

行
こう

する付け祭りが行われます。

各地で行われている天王祭

　宇都宮市内各地にある八坂神社や須賀神社などで，

神輿渡御等の祭りが行われています。

　天王祭はもともと，疫
えき

病
びょう

退
たい

散
さん

に霊
れい

験
げん

のある牛
ご

頭
ず

天
てん

王
のう

の祭りで，疫病が

はやる夏を前に行われます。二
ふた

荒
あら

山
やま

神社の天王祭のほか，今
いま

泉
いずみ

八
や

坂
さか

神社，

石
いし

那
な

田
だ

八坂神社のほか，市内各地の

八坂神社や須
す

賀
が

神社などでも祭りが

行われています。

各地で行われる天
てん

王
のう

祭
さい

夏

動画で

祭りの様子を

見てみよう。
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うつのみや

　これまで見てきたような伝統の祭りと同じように，

宮
みや

っこたちが宇都宮のことを思った新しい祭りが始

まっています。

　こうした祭りは，おみこしやお囃子，また，鳶
とび

木
き

遣
や

りや金
かな

堀
ほり

唄
うた

などの貴重な伝統芸能を今の人たちに披
ひ

露
ろう

する大切な場になっています。　　　　　　　➡p.58

ふるさと宮まつり

　毎年開
かい

催
さい

される夏祭り。宇都宮のメインストリート，

大通りを中心にくり広げられる熱
ねっ

狂
きょう

的
てき

なイベントです。

　みこし・パレード・郷
きょう

土
ど

芸能・おどり・お囃子・和
わ

太
だい

鼓
こ

・鳶木遣り・梯
は し ご

子乗り・金堀唄のほか，宮っこよ

さこいなど多
た

彩
さい

な催
もよお

しが宇都宮の夜を飾ります。

　徳
とく

次
じ

郎
ろう

町六
ろっ

ヵ
か

郷
ごう

の守護神である智賀都神社の夏祭り

は，例大祭の付け祭りとして３年に一度（令
れい

和
わ

元年実

施），７月最終土曜日（かつては８月１日）に行われる

祭りで，目の覚めるような彫刻屋台６台が，境内に勢

ぞろいします。

　本祭り当日，屋台が出発するのは夕
ゆう

暮
ぐ

れ時からで，

屋台本体の周囲に120個もの提
ちょう

灯
ちん

がともされ，威
い

勢
せい

のよいお囃
は や し

子の音が響
ひび

き渡
わた

る中で，引き手の掛け声と

ともに力強く巡行します。

　天祭は，天
てん

道
どう

祭
さい

，天
てん

念
ねん

仏
ぶつ

とも言われ，月や太陽など

の自然の神々に，五
ご

穀
こく

豊
ほう

穣
じょう

や風雨順調，村内安全など

を祈
いの

るお祭りです。彫刻で飾られた二階建ての天棚を

設置します。二階で，身を清めた行
ぎょう

人
にん

が願いごとをし，

一般の参加者はお囃子の音に合わせて天棚の回りをぐ

るぐる回り，行人の願いを助けます。市内には確認さ

れているだけで60基以上の天棚があり，以前は市内

各地で天祭が行われていました。

智
ち

賀
か

都
つ

神社の夏祭り

天
てん

祭
さい

と天
てん

棚
だな

新しい祭り

現在は少なくなって

しまったが，

最近復活する動きも

見られるぞ。
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梵
ぼん

天
てん

祭り

⃝宇都宮の祭り

　白沢町の屋台の巡
じゅん

行
こう

は，白髭神社の例
れい

大
たい

祭
さい

の付け祭

りとして，５年に一度（平
へい

成
せい

30年実施），11月初
しょ

旬
じゅん

の

土・日曜日に行われます。町内を彫
ちょう

刻
こく

屋
や

台
たい

（宇都宮市

指定文化財）２台が巡行し，鳥
とり

居
い

前ではお囃
は や し

子が奉納

されます。前日は自分の町の町内を引き回す「宵
よい

祭り」，

例大祭当日が神社に屋台を奉納する「本祭り」です。

ちなみに付け祭りは，明
めい

治
じ

初期ごろには行われていた

白
しら

髭
ひげ

神社の秋祭り

秋

　梵天とは神様を招き寄せる目印で，もとは，細長く

切った和紙や麻
あさ

でつくったものを竹の先につけていま

した。現在ではビニールテープなどを房
ふさ

状
じょう

に取り付け

ています。

　今
いま

里
ざと

町の羽
は

黒
ぐろ

山
さん

神
じん

社
じゃ

の梵天祭りが特に有名で，毎

年多くの見物客が集まります。梵天祭り（11月23日，

24日）は五
ご

穀
こく

豊
ほう

穣
じょう

，家内安全を願い「梵天」を神社

に奉
ほう

納
のう

する盛
せい

大
だい

なお祭りで，梵天の房が付けられた長

い竹
たけ

竿
ざお

を，祭り衣
い

装
しょう

に身を包んだ若者たちがかつぎ，

「ホイサ，ホイサ」と威
い

勢
せい

のよい掛
か

け声
ごえ

とともに羽黒

山頂
ちょう

上
じょう

にある羽黒山神社まで3km ほどの参道を練り

歩きます。　　　　　　　　　　　　　　　　 ➡ p.15

　梵天祭りは，鶴
つる

田
た

町の羽黒神社や白
しら

沢
さわ

町の白
しら

髭
ひげ

神社，

平
ひら

出
いで

町の雷
らい

電
でん

神社でも行われ，篠
しの

井
い

町の榛
はる

名
な

山
さん

神社で

も梵天あげが行われます。

ようです。

　屋台は白
しら

沢
さわ

南
みなみ

と甲
こう

部
ぶ

に１台ずつ計２台あり，いずれも

唐
から

破
は

風
ふ

屋
や

根
ね

の館
やかた

造
づく

りで，四方八方に華
か

麗
れい

な彫刻が付い

た屋台です。白沢南屋台は，黒漆
うるし

塗
ぬ

り彩
さい

色
しき

彫刻屋台で，

文
ぶん

政
せい

３（1820）年に鹿
か

沼
ぬま

麻
あそ

苧
う

町で造られたものを，明

治８（1875）年に譲
ゆず

り受けました。一方，甲部屋台も同

じく黒漆塗り彩色彫刻屋台で，天
てん

保
ぽう

４（1833）年ごろ宇

都宮で造られたものを譲り受けたと伝えられています。

　屋台の巡行は，宵祭りが午後３時から午後９時ごろ

まで，本祭りは午前９時から午後１時ごろまで行われ

ます。行列は高
たか

張
はり

提
ちょう

灯
ちん

を先頭に，手
て

古
こ

舞
まい

，町会役員，

拍
ひょう

子
し

木
ぎ

，引き手，舵
かじ

取り（若
わか

衆
しゅう

），屋台の順で進みます。

神社鳥居前では，宵祭りは午後８時ごろ，本祭りは正

午ごろ，お囃子の競演である「ぶっつけ」がにぎやか

に行われ，笛，太
たい

鼓
こ

，鉦
かね

の威勢のよい音が町内に響
ひび

き

渡
わた

ります。

梵天が練り歩く道路ぞいでは，

名物の柚
ゆ

子
ず

や，梵天祭の行事食

『鮎
あゆ

のくされ鮨
ずし

』などが売られ

ているぞ。

➡ p.79
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冬渡祭・春渡祭（おたりや）

　宇都宮市民に一年の終わりや正月の終わり

を告げる夜祭。始まりは，古く833年まで

さかのぼると言われています。夜中に行われ

るため「渡
わた

り夜
や

」とよぶようになり，後に「お

たりや」とよばれるようになったと伝えられ

ています。

　現在では，12月15日と1月15日に行われ，

12月を「冬渡祭」，1月を「春渡祭」と書き，

どちらも「おたりや」とよびます。

　境
けい

内
だい

に設けられたお焚
た

き上
あ

げ所
しょ

では，冬渡

祭ではお札や達
だる

磨
ま

などの縁
えん

起
ぎ

物
もの

を，春渡祭で

は正月の松飾
かざ

りや注
し

連
め

飾
かざ

りを焚き上げてもら

います。

田
た

舞
まい

祭
さい

　田
でん

楽
がく

舞
まい

は二荒山神社の田舞祭で行われる五

穀豊穣を祈
き

念
ねん

する舞いです。二荒山神社で現

在の田楽舞が行われるようになったのは，江
え

戸
ど

時代文
ぶん

化
か

年間のころ。夏の初めの田植えの

時季に五穀豊穣を祈念して田楽舞が神社の祭

礼行事に取り入れられたものと考えられてい

ます。田舞祭は現在では5月15日に行われ

ています。また田楽舞は，田舞祭のほかに，

12月15日と1月15日の「おたりや」でも

奉納されます。

神
か ぐ ら

楽　─ 神様をもてなす神事 ─

　二荒山神社の神楽は太
だい

々
だい

神
か ぐ ら

楽とよばれ，江戸時

代中ごろに江戸系
けい

統
とう

に属する神
かん

田
だ

流
りゅう

から教わった

と伝えられ，神社では「宮
みや

比
び

流
りゅう

」と称
しょう

し，毎年１月・

5月・9月の28日に，神
か ぐ ら

楽殿
でん

で奉納されています。

二
ふた

荒
あら

山
やま

神社の祭
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いいやま

飯山の獅子舞

なかざとにしくみ

中里西組獅子舞

かんぱく し　し まい

関白獅子舞

かみよこくら

上横倉の獅子舞

そうえん

宗円獅子舞 さかづら

逆面獅子舞

せきぼり

関堀獅子舞

ぼんてん

梵天祭り

しらひげ

白髭神社秋祭り・梵天祭り

　や　さか

八坂神社の天王祭

ち　か　つ

智賀都神社の夏祭り
　　　　　　　　　　　　　おたりや

　　　　　　冬渡祭

は ぐろ

羽黒神社の梵天祭り
ひらいでらいでん

平出雷電
神社の
梵天祭り

八坂神社
天王祭・神楽

ふたあらやま

二荒山神社
　おたりや　　　　おたりや

冬渡祭・春渡祭
きくすいさい　　 た まいさい

菊水祭・田舞祭
てんのうさい

天王祭・神楽

　
宮まつり

ひがしさ　げ はし　　てんさい

東下ケ橋の天祭

いた ど

板戸の天祭

かわら　や　　 かぐら

瓦谷の神楽

かみ かわち

上河内地区
しの　い

篠井地区

とみ　や

富屋地区

くにもと

国本地区

かわち

河内地区

とよさと

豊郷地区

しろやま

城山地区

宇都宮中央部

ひらいし

平石地区

きよはら

清原地区

みず ほ　の

瑞穂野地区

すがたがわ

姿川地区

よこかわ

横川地区

すずめのみや

雀宮地区

▲

▲

▲

▲

▲

▲

★

★

▲

宇都宮市の

祭り
マップ

参加してみたい

祭りはどれかな？

宇都宮には，

たくさんの祭りや民
みん

俗
ぞく

芸能が

受けつがれているんだね。

▲

★

…… 獅子舞

…… 祭り 

…… 天祭
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ア

イ

ウ

リコーダー

締太鼓1
右 

左

締太鼓2
右 

左

＝152  ca. 作曲　栗田　智水

演奏順位

□→□→□

□→□→□→□， □→□→□→□など
□， □， □を自由に組み合わせて演奏してみよう！

奏法について
・締太鼓（小太鼓）をたたくときは左右の強さが同じに
　なるようにたたこう。
・強弱記号に気を付けてたたこう。

イア ウ

イア ウ

イア アウ イア イア

そう    ほう

（１回目のみ）

　今も昔も，祭りを盛り上げるのにお囃子は

欠かせません。宇都宮でも地
ち

域
いき

や流派ごとに

さまざまなお囃子が伝えられています。

　リコーダーや締
しめ

太
だい

鼓
こ

（なければ小太鼓）で

演
えん

奏
そう

をして，お囃子のリズムや旋
せん

律
りつ

を感じて

みましょう。

お囃
は や し

子風の

　音楽に挑
ちょう

戦
せ ん

！
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